
学校関係者評価基本方針

1. 目的

① 本校の教育活動や学校運営の状況に関する評価を積極的に行い、その結果に基づ

き改善を図り、社会にとって必要な人材を育成していく。

② 自己評価に結果に基づいて行う学校関係者評価の実施とその結果の公表・説明に

より、関係者に対して、適切に説明責任を果たす。

2. 学校関係者評価に時期

① 自己評価

教職員が、本校の理念・目標に照らして、自らの活動について行う評価。前年

度の自己評価を２月までに完了する。

② 学校関係者評価

学校関係者（専門分野委員、卒業生、保護者、その他教育に関する有識者等）を

学校自ら専任し、構成された評価委員会が自己評価の結果について行う評価。

3. 学校関係者評価の内容

学校関係者評価については、自己評価を行った以下の項目について実施する。

① 教育理念・目的

② 教育目標

③ 教育課程経営

④ 教授・学習・評価過程

⑤ 経営・管理過程

⑥ 入学

⑦ 卒業・就職・進学

⑧ 地域社会・国際交流

⑨ 研究

4. 学校関係者評価の組織

① 学校関係者評価委員会を組織する。

② 委員会の構成は、別紙「学校関係者評価委員会名簿」による。

5. 学校関係者評価の実施

① 原則として 1年間 1回委員会を実施する。
② 委員会実施前に、学校で行った自己点検評価の資料を各委員に配布する。

6. 学校関係者評価の公表

① 学校関係者評価の結果は、学校ホームページで公表する。

7. 学校関係者評価の活用

① 目標設定→実行→評価→改善の一連のサイクルを通じて、共通目標設定へ活用す

る。

② 評価結果は、新年度年間計画作成の参考資料とする。


